
聴
講
登
録
を
開
始

日
本
水
道
新
聞
社
主
催

５
月

日
　

参
加
無
料

　　第３回　水道実務者が　
　水道のこれからを　　　
　考えるウェビナー　

コロナ禍、人口減少時代の水道料金と経営戦略

コロナ禍　配水傾向変化　顕著に

猶予額の増加続く
総額は億円超に
厚労省　コロナ禍料金調査

市
町
村
行
政
の
支
援
論
点
に

流
域
治
水

関
連
法
案

参
院
で
参
考
人
質
疑

本
紙
調
査
　
業
務
用
大
幅
減
家
庭
用
増

︵
左
か
ら
︶
嶋
津
氏


首
藤
氏

小
池
氏

　
本
紙
が
全
国
の
末
端
給
水
事
業
を
行
う
水
道
事
業
体
に
２
０
２
０
年
４
月
か
ら
２
０
２
１
年
１
月
ま
で
の
有
収
配
水

量
に
つ
い
て
ア
ン
ケ

ト
調
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ

業
務
用
途
の
大
幅
減
少
と
家
庭
用
途
の
増
加
傾
向
が
顕
著
と
な


た

対
前
年
度
の
同
時
期
と
比
較
し
た
用
途
別
の
配
水
量
の
傾
向
に
つ
い
て
回
答
し
た
３
８
５
事
業
体
︵
一
部
の
設

問
に
未
回
答
の
事
業
体
も
有
︶
の
平
均
は

業
務
用
途
が

・
５
％

家
庭
用
途
が
１
０
２
・
９
％
と
な

た

給
水

人
口
規
模
に
比
例
し
て
こ
の
傾
向
は
顕
著
と
な
り

都
市
活
動
の
停
滞
と
ス
テ
イ
ホ

ム
に
よ
る
在
宅
時
間
の
増
加
が

水
道
の
利
用
状
況
に
影
響
を
与
え
て
い
る
実
態
が
浮
き
彫
り
と
な

た


（　１　） 第５６３９号 （昭和年２月９日第三種郵便物認可）（　　　　　　　　　　　　　　　） ２０２１年（令和３年）４月２２日（木）毎週月・木曜日発行（週２回）
　購読料　カ月，円　
年　，円　消費税含む

　
コ
ロ
ナ
禍
の
経
営
影
響

じ
わ
り

業
務
用
は
大
幅

減
少

家
庭
用
は
増
加


◇

　
大
規
模
事
業
体
ほ
ど
減

収
幅
大
き
く

数
％
の
減

収
は
市
場
に
も
波
及
か


◇

　
長
期
化
は
経
営
に
影
響

大

減
免
は
今
と
先
の
複

眼
的
視
野
で
冷
静
に


◇

　
基
盤
強
化
に
見
え
ぬ
敵

に
水
差
さ
れ
る
も

レ
ジ



ム
へ
磨
き
怠
ら
ず


◇

　
リ
ス
ク
情
報
多
様
化

も

過
多
で
は
混
乱
の
恐

れ

発
信
に
一
工
夫
を


　日本水道新聞社では、昨年月に初の試みとして「水道
実務者が水道のこれからを考えるウェビナー」を開催し、
聴講者の方から好評をいただきました。新型コロナウイル
スの感染拡大が収束を見ない中、水道実務への影響ととも
に関係者間の知見交流の場が制約される状況が今なお続い
ております。そこで当社では昨年月に開いた２回のウェ
ビナーに続き、第３回のウェビナーを開催することとしま
した。
　今回は「コロナ禍、人口減少時代の水道料金と経営戦略」をテーマに、コロナ禍の
もとで全国各地で措置された経済対策としての水道料金減免、そして水道使用状況の
変化に伴う水道経営の影響について具体的に解説するとともに、総務省が策定と見直
しを要請し、水道事業経営において一層重要な位置付けを持つ経営戦略のあり方につ
いて議論し、参考となる関連の最新知見を解説します。
　聴講は無料で、水道事業体の方はＺＯＯＭにて（先着人、質疑参加可能）、それ以外
の方にはＹｏｕＴｕｂｅでのライブ配信を予定しております。奮ってご参加ください。

■セミナー概要
　　テ　ー　マ「コロナ禍、人口減少時代の水道料金と経営戦略」
　　　　　　　５月日（火）：～：
【第１部】水道事業経営の現状に対する総体的考察
　　基調講演「水道事業経営の現状と課題」
　　　　　　　総務省自治財政局公営企業課公営企業経営室課長補佐　田中序生氏
　　報　告　「人口減少時代の水道料金はどうなるのか、コロナ禍による水道料
　　　　　　　金への影響」
　　　　　　　ＥＹ新日本有限責任監査法人　関隆宏氏
　　報　告　「コロナ禍と水道経営への影響に関する報道」　日本水道新聞
　　報　告　「全国自治体における破損確率の推計」
　　　　　　　ＦｒａｃｔａＪａｐａｎ　樋口宣人　代表取締役
【第２部】パネルディスカッション　コロナ禍、人口減少時代の水道料金と経営戦略
　　進　行　　　　：日本水道新聞
　　コメンテーター：浦上拓也近畿大学経営学部教授
　　パ　ネ　リ　ス　ト：秦野市上下水道局　志村高史　参事兼経営総務課長
　　　　　　　　　　ＥＹ新日本有限責任監査法人　福田健一郎氏
■聴講対象者：水道実務者　　■聴講料：無料
■登録方法　：日本水道新聞社ウェブサイトの専用登録ページより申し込み
　　　　　　　（登録者には後日参加ＵＲＬ、配信ＵＲＬをご連絡します）
■主　　催　：日本水道新聞社（協力：ＥＹ新日本有限責任監査法人）
■配信方法　：ＺＯＯＭウェビナー（水道事業体の方先着名）、
　　　　　　　ＹｏｕＴｕｂｅＬｉｖｅによる配信

　
参
議
院
国
土
交
通
委
員
会

は

日

特
定
都
市
河
川
浸

水
被
害
対
策
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案
︵
流
域
治

水
関
連
法
案
︶
の
実
質
的
な

審
議
を
開
始
し

参
考
人
と

し
て
小
池
俊
雄
土
木
研
究
所

水
災
害
・
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
国
際
セ
ン
タ

長
︵
東

京
大
学
名
誉
教
授
︶
首
藤

由
紀
安
全
研
究
所
所
長

嶋

津
暉
之
水
源
開
発
問
題
全
国

連
絡
会
共
同
代
表
の
３
氏
が

意
見
陳
述
に
立
ち

委
員
か

ら
の
質
疑
に
応
じ
た


　
小
池
氏
は

流
域
治
水
の

取
組
み
に
当
た
り

今
回
の

改
正
に
よ

て
流
域
全
体
の

あ
ら
ゆ
る
関
係
者
間
に
お
け

る
連
携
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
構
築

と
制
度
設
計
が
図
ら
れ
る
こ

と
に
期
待
を
寄
せ
た
上
で


災
害
リ
ス
ク
低
減
に
つ
な
が

る
適
切
な
災
害
情
報
の
発
信

や
他
の
政
策
と
の
連
携
等
を

市
町
村
レ
ベ
ル
で
推
進
す
る

た
め
の
人
材
育
成

官
民
投

資
促
進
に
向
け
た
経
済
評
価

等
の
重
要
性
を
強
調
し
た


　
首
藤
氏
は

同
法
案
に
お

い
て
中
小
河
川
の
ハ
ザ

ド

マ

プ
作
成
義
務
化
︵
水
防

法
改
正
案
︶
や
都
道
府
県
知

事
が
指
定
す
る
﹁
浸
水
被
害

防
止
区
域
﹂
の
新
設
︵
特
定

都
市
河
川
法
改
正
案
︶
等
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て

リ
ス
ク
情
報
の
増

加
・
多
様
化
を
評
価
し
つ
つ


類
似
す
る
専
門
用
語
の
呼
称

の
工
夫
や
プ

シ

型
情
報

の
充
実
な
ど

情
報
発
信
の

あ
り
方
に
検
討
の
余
地
が
あ

る
と
指
摘
し
た

ま
た

要

配
慮
者
利
用
施
設
に
対
す
る

市
町
村
か
ら
の
助
言
・
勧
告

に
つ
い
て

適
切
な
実
施
に

は
市
町
村
へ
の
専
門
的
・
人

的
支
援
が
不
可
欠
と
の
認
識

を
示
し
た


　
嶋
津
氏
は

治
水
対
策
と

し
て
の
ダ
ム
の
効
果
に
疑
問

を
呈
す
る
と
と
も
に

事
前

放
流
に
つ
い
て
は
令
和
２
年

７
月
豪
雨
を
例
に
挙
げ

急

激
か
つ
大
量
の
降
雨
に
必
ず

し
も
対
応
可
能
な
施
策
で
は

な
い
こ
と
を
主
張
し
た

今

後
の
水
害
対
策
と
し
て
は


耐
越
水
堤
防
の
積
極
導
入

や

昨
年
度
に
総
務
省
が
創

設
し
た
﹁
緊
急
浚
渫
推
進
事

業
費
﹂
の
国
管
理
河
川
へ
の

適
用
拡
大
な
ど
を
望
ん
だ


　
質
疑
で
は

市
町
村
行
政

へ
の
支
援
や
リ
ス
ク
情
報
の

発
信
方
法
の
あ
り
方
等
が
論

点
と
な

た


　
厚
生
労
働
省
が
取
り
ま
と

め
る
全
国
の
上
水
道
事
業
者

を
対
象
に
し
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る

水
道
料
金
の
支
払
い
猶
予
お

よ
び
減
免
状
況
に
関
す
る
調

査
の
最
新
結
果
︵
第
８
回
調

査
回
答
基
準
日
２
月

日


回
答
事
業
者
数
１
２
８
０
︶

で
は

支
払
猶
予
件
数
が
前

回
調
査
︵
回
答
基
準
日

月


日
︶
比
で
４
１
５
６
件
増

の
５
万
９
０
４
４
件
と
な


た

用
途
別
で
は
家
事
用
４

万
９
３
４
０
件
︵
前
回
調
査

比
３
３
６
２
件
増
︶
家
事

用
以
外︵
同
比
７
９
４
件
増
︶

と
な

て
い
る


　
猶
予
金
額
の
総
額
は

億

４
５
９
０
万
４
３
０
１
円

︵
同
比
３
億
４
４
３
４
万
１

６
９
円
増
︶
で

用
途
別
で

は
家
事
用
８
億
１
３
３
７
万

１
９
９
２
円
︵
同
比
７
１
６

１
万
６
９
９
３
円
増
︶
家

事
用
以
外

億
３
２
５
３
万

２
３
０
９
円
︵
同
比
２
億
７

２
７
２
万
３
１
７
６
円
増
︶

と
な

て
い
る

猶
予
総
額

に
対
す
る
業
務
用
途
の
割
合

が
調
査
を
重
ね
る
ご
と
に
増

加
し
て
お
り

今
回
の
調
査

で
は

・
３
％
と
な

た


　
減
免
の
実
施
状
況
に
つ
い

て
は

実
施
中
の
事
業
者
が

前
回
調
査
比

事
業
者
減
の

１
０
１
事
業
者

今
後
実
施

予
定
の
事
業
者
が
同
比
３
事

業
者
増
の

事
業
者

実
施

済
み
の
事
業
者
が
同
比

事

業
者
増
の
３
９
１
事
業
者
と

な

た


　
減
免
金
額
の
総
額
は

前

回
調
査
比

億
６
５
６
２
万

２
０
５
８
円
増
の
６
３
８
億

６
５
４
０
万
３
５
１
９
円

で

用
途
別
で
は
家
事
用
５

７
０
億
９
７
８
８
万
７
５
２

９
円
︵
同
比

億
５
４
９
７

万
５
９
３
０
円
増
︶
家
事

用
以
外

億
６
７
５
１
万
５

９
９
０
円
︵
同
比
９
億
１
０

６
４
万
６
１
２
８
円
増
︶
と

な
り

家
事
用
の
割
合
が
約

９
割
を
占
め
て
い
る


　
猶
予
金
額

減
免
金
額
と

も
に
回
答
の
あ

た
事
業
者

の
合
計
で
あ
り

実
際
の
金

額
は
さ
ら
に
大
き
い


　
ア
ン
ケ

ト
は
今
年
２


３
月
に
か
け
て
実
施

２
０

２
０
年
４
月
か
ら
２
０
２
１

年
１
月
検
針
分
ま
で
の
有
収

配
水
量
︵
家
庭
用
途
・
業
務

用
途
・
全
体
︿
用
途
区
別
を

行

て
い
な
い
場
合
は
メ


タ

口
径


以
下
を
家
庭

用



以
上
を
業
務
用
と

し
て
区
分
﹀
︶水
道
料
金
収

入
︵
家
庭
用
途
・
業
務
用
途

・
全
体
︿
区
分
は
配
水
量
と

同
様

収
入
は
原
則
と
し
て

減
免
分
を
考
慮
﹀
︶
の
対
前

年
度
同
時
期
と
の
増
減
比


令
和
３
年
度
予
算
に
お
け
る

設
定
配
水
量︵
有
収
配
水
量
︶

と
設
定
料
金
収
入
の
前
年
度

予
算
に
お
け
る
設
定
値
と
の

増
減
比
を
調
査
し
た


　
調
査
を
通
じ
て

顕
著
に

現
れ
た
の
が
全
国
的
な
業
務

用
途
の
大
幅
減
少
と
家
庭
用

途
の
増
加
と
な
る


　
特
に

都
市
域
を
給
水
区

域
と
す
る
大
規
模
水
道
事
業

体
で
は

そ
の
傾
向
が
強
く

現
れ
た


　
業
務
用
途
の
減
少
原
因
と

し
て
飲
食
業

宿
泊
業

学

校
等
の
公
共
施
設
の
使
用
水

量
の
減
少
に
加
え

各
地
域

の
大
口
需
要
者
と
な
る
製
造

業

サ

ビ
ス
業

交
通
業

な
ど
の
停
滞
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る


　
ま
た

人
口
減
少
に
伴
う

配
水
量
の
落
ち
込
み
が
大
き

い
町
村
の
事
業
体
や
人
口
１

万
人
未
満
の
事
業
体
で
も


総
配
水
量
こ
そ
前
年
度
を
下

回
り
な
が
ら
も
家
庭
用
途
は

前
年
度
よ
り
増
加
し
た
事
業

体
が
多
く

全
国
的
な
家
庭

用
使
用
水
量
の
増
加
傾
向
が

顕
著
に
現
れ
た


　
業
務
用
途
に
お
け
る
給
水

人
口
別
の
対
前
年
度
比
の
配

水
量
の
平
均
値
は

１
０
０

万
人
以
上
の
事
業
体
︵

事

業
体
︶
で

・
３
％

１
０

０
万
人
未
満

万
人
以
上
の

事
業
体
︵

事
業
体
︶
で


・
７
％


万
人
未
満

万

人
以
上
の
事
業
体
︵

事
業

体
︶
で

・
９
％


万
人

未
満
５
万
人
以
上
の
事
業
体

︵

事
業
体
︶で

・
５
％


５
万
人
未
満
３
万
人
以
上
の

事
業
体
︵

事
業
体
︶
で


・
５
％

３
万
人
未
満
１
万

人
以
上
の
事
業
体
︵

事
業

体
︶
で

・
６
％

１
万
人

未
満
の
事
業
体︵

事
業
体
︶

で

・
２
％
と
な

た

回

答
全
事
業
体
の
平
均
は

・

５
％


　
家
庭
用
途
に
お
け
る
給
水

人
口
別
の
対
前
年
度
比
の
配

水
量
の
平
均
値
は

１
０
０

万
人
以
上
の
事
業
体
で
１
０

４
・
９
％

１
０
０
万
人
未

満

万
人
以
上
の
事
業
体
で

１
０
３
・
７
％


万
人
未

満

万
人
以
上
の
事
業
体
で

１
０
３
・
３
％


万
人
未

満
５
万
人
以
上
の
事
業
体
で

１
０
３
・
２
％

５
万
人
未

満
３
万
人
以
上
の
事
業
体
で

１
０
３
・
０
％

３
万
人
未

満
１
万
人
以
上
の
事
業
体
で

１
０
１
・
９
％

１
万
人
未

満
の
事
業
体
で
１
０
０
・
６

％
と
な

た

回
答
全
事
業

体
の
平
均
は
１
０
２
・
９
％


　
業
務
用
途

家
庭
用
途
と

も
に
給
水
人
口
規
模
と
配
水

量
の
変
化
率
に
相
関
関
係
が

現
れ
る
結
果
と
な

た


　
総
配
水
量
に
お
け
る
給
水

人
口
別
の
対
前
年
度
比
の
配

水
量
の
平
均
値
は

１
０
０

万
人
以
上
の
事
業
体
で
１
０

０
・
４
％

１
０
０
万
人
未

満

万
人
以
上
の
事
業
体
で

１
０
０
・
３
％


万
人
未

満

万
人
以
上
の
事
業
体
で

１
０
０
・
６
％


万
人
未

満
５
万
人
以
上
の
事
業
体
で

１
０
０
・
５
％

５
万
人
未

満
３
万
人
以
上
の
事
業
体
で

１
０
０
・
３
％

３
万
人
未

満
１
万
人
以
上
の
事
業
体
で


・
４
％

１
万
人
未
満
の

事
業
体
で

・
０
％
で

全

体
的
に
は
微
増
・
横
ば
い


ま
た
は

近
年
の
人
口
減
少

に
起
因
す
る
配
水
量
の
漸
減

幅
が
縮
小
し
た


　
料
金
収
入
は

コ
ロ
ナ
禍

に
伴
う
減
免
分
を
含
ん
だ
回

答
と
な

て
い
る
た
め

配

水
量
と
の
相
関
関
係
を
掴
む

こ
と
は
難
し
い
が

回
答
し

た
３
８
５
事
業
体
の
対
前
年

度
比
の
平
均
は
家
庭
用
途


・
９
％

業
務
用
途

・
３

％

全
体
で
は

・
１
％
と

な

た

逓
増
度
や
契
約
用

途
割
合
に
よ

て
も
異
な
る

も
の
の

業
務
用
途
の
落
ち

込
み
が
減
収
割
合
に
直
結
す

る
状
況
が
数
多
く
見
ら
れ


大
規
模
事
業
体
ほ
ど
減
収
幅

が
大
き
い
傾
向
が
見
ら
れ

た

ま
た

観
光
を
主
要
産

業
と
す
る
地
域
の
業
務
用
途

の
配
水
量

収
入
双
方
の
落

ち
込
み
幅
が
大
き
く

将
来

の
事
業
計
画
へ
の
影
響
を
懸

念
す
る
声
も
寄
せ
ら
れ
た


　
ア
ン
ケ

ト
で
は

３
年

度
予
算
に
お
い
て
設
定
し
た

配
水
量
と
料
金
収
入
予
測
に

つ
い
て
も
調
査

配
水
量
は

全
体
的
に
前
年
度
と
ほ
ぼ
同

等
ま
た
は
人
口
減
少
に
応
じ

た
減
少
幅
と
推
定
さ
れ
る
設

定
が
行
わ
れ
て
い
る
中

給

水
人
口
１
０
０
万
人
以
上
の

事
業
体
の
料
金
収
入
の
設
定

値
の
平
均
は
対
前
年
度
比
で


・
８
％
と
な
り

コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
を
反
映
し
た
数
値

と
な

た


　
再
び
全
国
的
な
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
広
が

る
中

令
和
３
年
度
も
配
水

量

料
金
収
入
と
も
に
コ
ロ

ナ
禍
が
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

も
想
定
さ
れ
る


　
回
答
事
業
体
か
ら
は

大

口
需
要
者
の
廃
業

支
払
い

猶
予
に
よ
る
未
収
額
の
増

加

減
免
実
施
に
よ
る
財
政

悪
化
な
ど
今
後
の
水
道
経
営

へ
の
不
安
要
因
が
数
多
く
寄

せ
ら
れ
て
お
り

コ
ロ
ナ
禍

の
長
期
化
に
よ
る
影
響
の
深

刻
化
が
懸
念
さ
れ
る



